
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  「わらべうた」は子どもの遊びの中から生まれ、歌い継がれてきた歌です。 

今では子ども同士で伝承しながら遊ぶ姿は少なくなりましたが「わらべうた」 

の絵本は新しい装丁でたくさん出版され、本校でも人気です。日本語のリズ 

ムが心地よく、歌って楽しく、意味を知って癒される「わらべうた」を学校図書 

館でも大切に伝えていきます。 じんわりと心に 

響き、思い出すだけで穏やかな気持ちになる、 

絵本やわらべうたにはそんな底力があると確信 

しています。 
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学校図書館 発行 
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復刻版 

「言語オタクが友だちに 

７００日間語り続けて 

引きずり込んだ言語沼」 

 

 

 

「を」の意味を説明できますか？ 

「赤ちゃんはどうやって言葉を覚えるの？」 

                   「怪獣の名前にガギグゲゴが多いのはなぜ？」 
 

  この本は、人気YouTubeチャンネル「ゆる言語学ラジオ」

の二人が、言葉の面白さを詰め込んだ、知のエンターテイン

メント。「知りたい！」を栄養にして、言語の沼はどこまでも深

く、面白く広がっていきます。読了後、いつもの世界が少し違

って見えるはず。さあ、ページをめくって、底なしの知的な冒

険へ出発しましょう！ 
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司書教諭より 

「図書館だより」は本校ＨＰでもご覧になれます。 

わらべうたの本は 

本校に２１冊あります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 利用人数 平均人数 貸出冊数 授業利用 
レファレンス 

（資料相談） 

7・8月  573 人    31人／日 313 冊 57回    32回 

  今夏も、「鳥取県図書館大会」が開催されました。図書館に関わる職員だけではなく 

誰でも参加できる「図書館の未来を考える」催しです。『「若者の読書離れ」というウソ』

の著者、飯田一史さんは「若者の読書離れは本当なのか？」と題した 

講演の中で、〈「小中学生の読書量は増えている」「児童書の売り上 

げも伸びている」〉と発信されていました。子どもたちには学校図書館 

で自分に合った読書方法を試し、「本と関わり続けたい」という気持ち 

を抱いてもらいたいです。また、絵本からつながる「読みもの」の本校蔵書を見直し、選

書を始めています。図書の「更新」にもご注目ください。 
    

 

    

 
      

司書の 

「ほんのひととき」 

図書館利用 

話題の小説、新作絵本、知識を増やす実用書、

クスッと笑えるコミック等、４７冊を購入しました。タ

タイトルに惹かれたら、どうぞ図書館へ。 
新着図書案内 

 0:総記 「Ｃａｎｖａ 使い方入門」（mikimiki web school） 

３：社会科学 「ちいかわ お友だちとのつき合いかた」（ナガノ ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

7：芸術 「リラックマ ４クママンガ 15」（コンドウアキ） 

7：芸術 「遥かな町へ」（谷口ジロー 小学館） 

7：芸術 「ご自愛さん」（矢部太郎 ＰＨＰ研究所） 

７：芸術 「映画 ドラえもん超全集」（藤子プロ 小学館） 

7：芸術 「ポケモン生態図鑑」（きのしたちひろ 小学館） 

９：文学 「ＡＩにはない「思考力」の身につけ方」（片岡則夫 筑摩書房） 

９：文学 「マスカレードライフ」（東野圭吾 集英社） 

9：文学 「蛍たちの祈り」（町田その子 東京創元社） 

９：絵本 「ブラックライトでさがせ！妖怪探偵修行中」（ヨシムラヨシユキ パイ・インターナショナル） 

９：文学 「アニメ版 「ふしぎ駄菓子屋銭天堂 猛獣ビスケット／ドクターラムネキット」 

                                                    （牛窪万里子 偕成社） 
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  空気が澄み、１年の中で最も月が美しいと言

われている今年の「中秋の名月」は１０月６日で

す。「月」にまつわる本がよく読まれています。 

 

＊ みなさんに知ってほしい図書館情報 ＊ 
 

本校で、学校図書館の呼び名は 

「図書館（としょかん）」です。 

「ペン型ブラッ

クライト」で照ら

して、妖怪を見つ

けます。 

只今、撮影中。倉吉出身の

漫画家・谷口ジローの来年公

開映画の原作です。カラーが

魅力のＢ５サイズです。 

 


